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要旨

旭川医科大学病院で行っている遠隔医療での医療情報の
内容について述べる。目的や用途に応じて、遠隔診断支援、
ウェルネットリンク、遠隔相談システム、遠隔在宅医療支
援システムを構築し運用している。それらが扱う医療情報
としては、患者基本情報、バイタルサイン、放射線科画像、
病理画像、眼科画像などがある。

1. はじめに

日本遠隔医療学会は遠隔医療を「直接対面せずに通信技
術を用いて診断、診療等の医療にかかわる行為や在宅健康
管理等の保健にかかわる行為を行うこと」と定義している
1)。すなわち遠隔医療の実施には医療や保健にかかわる行
為を行うため、種々の医療情報を通信技術を用いて伝送す
ることになる。旭川医科大学では眼科が 1994 年から細
隙灯顕微鏡所見を中心とした患者情報を伝送する遠隔医療
を開始した 2)。ここでは、これまでに旭川医科大学病院が
行ってきた遠隔医療における医療情報について述べる。

2. 医療情報の内容

旭川医科大学病院では 1999 年から遠隔医療センターが
中心となって遠隔医療を行っている 3)。遠隔医療センター
では目的や用途に応じたシステムを構築して運用している
ので、用途別に医療情報の内容を列挙する。

1）遠隔診断支援
・ CT、MRI 画像
・ 病理標本画像
・ 眼科画像：細隙灯顕微鏡映像、眼底像、手術野映像、

書画カメラ映像
・ 患者表情
・ 患者基本情報、病名、経過、治療内容など

この場合の眼科画像、患者表情は動画像で、伝送はテレ

ビ会議システムを使用し、主にリアルタイムで行っている。
また、患者基本情報、病名、経過、治療内容などについて
も、テレビ会議システムで伝えたり、FAX などであらか
じめ送信しておく。

2）ウェルネットリンク
ウェルネットリンクは一般の住民が個人の健康や医療

に関する情報を、自分自身で管理できる personal health 
record （PHR）システムである 4)。個人でデータの閲覧・
編集ができるほか、医療従事者等のアドバイザに情報を公
開し、アドバイスを受けることもできる。自分自身の健康
管理や健康相談に利用する。医療情報の内容は以下の通り
である。

・ 基本情報、病歴、通院歴、アレルギーなどの記録
・ バイタル情報（血圧、身長・体重、血糖値、心電図、体温、

歩数、腹囲、エクササイズなど）
・ 健康診断結果の記録
・ お薬手帳（処方せん内容）など

3）遠隔相談システム
地方病院の医師や専門外の医師が旭川医科大学病院の専
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門医に対し、症例などを相談することができるシステムで
ある。医療情報を個人が特定できないように匿名化して伝
送する。会員制、非リアルタイムに行っている 5)6)。医療
情報の内容を下に示す。

・ 患者基本情報、病名、経過、治療内容など
・ 眼科画像（眼底写真【図 1】、光学的干渉断層計（OCT）

画像【図 2】、前眼部写真など）

なお、システムは全ての診療科で利用可能であるが、現
在のところ、眼科でのみ利用されている。

4）遠隔在宅医療支援システム
旭川医科大学病院から早期に退院した患者宅と病院とを

繋ぐシステムである。リアルタイムに以下に示す情報を伝
送する 7)。

・ 患者表情
・ 患者基本情報
・ バイタル情報（血圧、体重、心電図、血糖値、体温など）
・ 簡易問診情報
・ ビデオレター（患者から病院）
・ テキストメッセージ（病院から患者）

測定機器から医療情報管理サーバまでのバイタル情報の
送信には、PUCC（Peer-to-peer Universal Computing 
Consortium）が開発したオーバーレイネットワークの技
術を採用した 8)。これにより、血圧、体重、心電図につい
ては測定機器とサーバの接続が可能となっている。また、
本システムでは専用端末にタッチパネル式のモニタ一体型
PC を用いていて、専用端末に未接続な機器による体温や
血糖値などの測定結果はタッチパネルから手入力している。

3. 個人情報の保護

匿名化された情報もあるが、個人を特定できる医療情報
が多く、厳重な対応が必要である。旭川医科大学病院の遠
隔医療では SSL による通信経路暗号化や通信事業者が提
供する VPN サービスを利用した通信などを用いている。

ログイン方法は以下の通りである。ウェルネットリンク
では、ID（メールアドレス）とパスワード、または、会員カー
ドと絵柄認証方式にてログインする。ログイン時には、ロ
グインしたことを本人に通知するメールを送信することも
可能である。遠隔相談システムでは、ID とパスワード、
さらにランダム英数字からなるワンタイムパスワードを画

像表示して入力する方式を組み合わせてログインする。ま
た、遠隔在宅医療支援システムでは、専用端末に ID とパ
スワードを入力しログインする。

遠隔医療を行う場合は事前に患者およびその家族に対
し、実施内容の十分な説明と同意を得た上で行っている。

4. まとめ

以上のように、旭川医科大学病院での遠隔医療は動画を
含む画像、音声、文字などで構成された医療情報を伝送す
ることで行われており、これらは広く利用されているコン
テンツである。今後、新たな検査技術の開発や伝送技術の
改良などにより、遠隔医療で利用される医療情報は増える
と思われる。
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【図2】OCT画像：眼底（黄斑部付近）の断層像
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